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解体威喝（乙おいてば肝猟繁が7いり一ス勿添加置の争し＼程魯し＼・頗何でろっ   

なが肝腋の7一顧の色米軍ば変化なくざ薫肪肝間な水甚ば衣レていぼかっノ乏。   

ぞの他の頃日首1奇利の項句lまなく．′各区攻l乙滞紆の砿萄吠乾やその芭珂ぼ   

河顔モ詞稗屋JZよる彩管ぼ安られなかっ伝。  

4 賛  否町   

デり一ろ左デロイラー肥帝飼料IZ柊加し、トクEロコンの代賓の可頂か塵  

†Zつし＼く〟．¢．公XN．：H早の矢密己確定頑耐して験如したp  

4必きモは勿常田儲希でCPズ／TP〈ノ 占gの′珂劉基・給与し、√盈より   

肥萄′餌割⊂・ブ、り一ス左♂、2．4、占と漆如しCP／占 ‾「p∧Jワニ ヒし色   

4履の飼和乙研答え／ク温まモ給与した．   

試験結果は笥黎牢、健贋1大隠ば珂斜度による塵呉ば褒められす■．亀有牒   

嗟灯偲ば吋庶区／．2．5区．嘘ば／．2．対照、ヨ庄 平巧丁て・す汀照、  

／．フ、ヨ直の・頗でl河鹿良が貫かったかその疫ぼ慮かで検足の鯖敵背愚の   

産ぼなかった。   

何科礪硬変ぼ乎何でス、i ノ．対照区の′頗で・対照区がかぶかっ丘が2   

ヒ3、ヌす庶ヒ／庄ヒの閤ほぼ殆人ビ善がなかった。   

鯛笥費lま対腰区、／．タ．ズ直の噴年内一努邑が更堀モあった。不要増体   

ほ要し拉飼料費ば村費区、八 2、3区で村照区が軍何色あっ危ご  

肩額解値域得では7いロイラー歩留考慮椅別の礪何点髪受づれ牒甘＿ 之が   

肝感要は7㌧一スの添加賓の声し、曙雪い′頃何があったが指摘貯の横偏 一絹   

かった。又脂肪の流感1べ泥や色嗣も阿償モ見頃は甘かっ乏。   

以上の鮭賓よリレてグリースの添加翌で．粟野ふ箆釘舟なあば、帝成上′㌻・・寸   

ビ可能であるが、経帝劇は吐グリースの申イ面が僧く 好贋区の封科よリセシl◆   

り一スの添抑Zよ〟蔓噸の備考IZがる乙ヒが鹿畢モあり利府凌八の上JZ喧   

嘩の乙ヒであ＆  
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